
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
災

害
対
応
力
の
向
上
を
目

指
し
て
、
県
立
飯
高
特

別
支
援
学
校
で
２
月
14
日
に
行
わ

れ
た
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
。

同
校
の
児
童
・
生
徒
や
そ
の
保
護

者
、
地
域
住
民
、
関
係
機
関
か
ら

約
２
０
０
人
が
参
加
し
、
初
期
消

火
や
給
水
、
煙
体
験
な
ど
の
訓
練

を
通
じ
て
「
災
害
に
負
け
な
い
体

制
づ
く
り
」を
確
認
し
ま
し
た
。

　

飯
高
地
区
の
指
定
避
難
所
に

な
っ
て
い
る
と
同
時
に
、「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」（
保
護
者

や
地
域
住
民
な
ど
が
一
定
の
権
限

と
責
任
を
持
っ
て
学
校
運
営
に
参

画
し
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
、

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
取
り
組
み
。

＝
Ｃ
Ｓ
）
と
し
て
の
指
定
を
受
け

る
予
定
の
同
校
。
地
域
と
学
校
が

協
力
し
て
行
う
訓
練
は
、
同
地
区

で
高
ま
っ
て
い
た
防
災
力
向
上
の

機
運
が
重
な
り
実
現
し
た
取
り
組

み
で
、
昨
年
に
続
き
２
回
目
で
す
。

　

Ｃ
Ｓ
活
動
を
検
討
す
る
協
議
会

の
委
員
で
、
訓
練
の
実
行
委
員

長
も
務
め
た
石
井
武
志
さ
ん
（
金

原
）
は
、「
昨
年
は
住
民
に
よ
る
避

難
行
動
を
主
と
し
た
訓
練
で
し
た

が
、
今
年
は
『
お
互
い
が
、
何
が

で
き
る
の
か
』
を
考
え
、
子
ど
も

た
ち
も
一
緒
に
で
き
る
内
容
の

訓
練
に
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

さ
ら
に
、「
自
助
、
共
助
を
高
め

る
こ
と
が
、
地
域
防
災
力
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」
と
活

動
の
一
層
の
活
発
化
に
期
待
を
込

め
ま
し
た
。

震
災
経
験
を
機
に

活
動
が
活
発
化　

　

地
域
に
お
け
る
主
体
的
な
防
災

活
動
は
、
各
地
区
の
自
主
防
災
組

織
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

篭
部
田
区
自
主
防
災
会
（
中
央

地
区
）
で
は
、
平
成
19
年
の
能
登

半
島
地
震
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震

を
契
機
に
自
主
防
災
組
織
の
活
動

が
本
格
化
。
同
年
、
高
齢
者
な
ど

災
害
発
生
時
に
特
に
支
援
を
必
要

と
す
る
人
の
名
簿
作
成
を
始
め
、

翌
年
か
ら
は
、
地
区
単
位
で
訓
練

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
実
効
的
な
行

動
が
で
き
る
よ
う
に
組
織
の
見
直

し
を
図
っ
た
と
言
い
ま
す
。「
従

来
の
取
り
組
み
は
、〝
訓
練
の
た

め
の
訓
練
〞
で
あ
っ
た
と
痛
感
し

ま
し
た
」
と
同
会
の
礒
部
範
夫
会

長
は
振
り
返
り
ま
す
。
現
在
は
、

他
地
区
と
の
合
同
の
訓
練
も
行
う

な
ど
、
防
災
意
識
の
向
上
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
出
羽
区
自
主
防
災
会

（
中
央
地
区
）
で
は
、
組
織
体
制

地
域
で
取
り
組
む
災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
。
近
年
で
も
、
自
然
の
猛
威
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
る
よ
う
に
地

震
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
大
規
模
災
害
が
各
地
で
起
き
て
い
ま
す
。〝
い
つ
や
っ
て
く
る
か
分
か

ら
な
い
〞災
害
に
備
え
る
に
は
、
常
に
意
識
し
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

と人とのつな
がりを見直し、コミュ
ニティーの再構築を
図ることが、おのず
と地域の防災力を発
揮することにつなが
ると考えます。

人

石井 武志さん（金原）
●平成29年度に飯高地区区長会長を務め、訓練の運営
に参画。元成田市消防吏員で、「防災士」の資格を持つ。

学校と地域の連携で行われた飯高地区の避難
所開設・運営訓練（ 1応急給水訓練の様子 2

特別支援学校の児童・生徒も積極的に参加 3

保健推進員らも加わり給食訓練として炊き出
し食を提供）

2

3

1 ミニ
特集
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の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
た
時
期

に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
震
災

直
後
に
組
織
を
改
め
て
、
体
制
強

化
を
図
り
ま
し
た
。
組
織
の
活
動

も
活
発
で
、
定
期
的
に
訓
練
や
視

察
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
同
会
の

中
川
幸
夫
副
会
長
は
、「
続
け
て

い
く
こ
と
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に

役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
で
津

波
被
害
を
受
け
た
共
興
地
区
で
は
、

こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
同
年
に

「
共
興
地
区
を
守
る
会
」
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
同
会
で
は
、
自
主

的
な
津
波
避
難
訓
練
を
毎
年
実
施

し
て
い
る
他
、
29
年
に
は
市
民
提

案
型
事
業
の
採
択
を
受
け
、
地
区

単
位
で
の
防
災
計
画
の
策
定
に
着

手
。
30
年
に
は
そ
の
一
環
と
し
て

『
共
興
地
区
災
害
時
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
』を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
昨
年
か
ら
は
八
日
市

場
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
呼
び

掛
け
で
、
９
月
1
日
の
「
防
災
の

日
」
に
合
わ
せ
て
の
安
否
確
認
訓

練
も
各
地
区
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

重
要
な
の
は　
　

「
災
害
へ
の
意
識
」

　

未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
を
迎
え
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
危
機
意
識

も
希
薄
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
防
災
、
さ
ら
に
は
い

ざ
災
害
が
起
き
て
も
そ
の
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
「
減
災
」
の

た
め
に
は
、
自
身
で
備
え
る
（
自

助
）
と
と
も
に
、
地
域
ぐ
る
み
の

取
り
組
み
で
〝
地
域
力
を
強
化
〞

す
る
こ
と（
共
助
）が
重
要
で
す
。

　
「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
」―
。
こ
の
言
葉
を
頭
の
片
隅
に
、

改
め
て
自
分
自
身
が
防
災
・
減
災

に
携
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
、
準
備
と
対
策
に
取
り
組
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

《
自
主
防
災
活
動
に
関
す
る

　

問
い
合
わ
せ
先
》

総
務
課
消
防
防
災
班

☎
73
・
０
０
８
４

▼自助・共助・公助による防災対策
　大規模災害の発生時は、行政機関
も同時に被災し、救出・救護などの
支援（＝公助）には限界があります。
そこで「自分の身は自分で守る」と
いう自助に加え、「自分たちの地域
は自分たちで守る」という共助で互
いに助け合い、連携・協力すること
が大切です。

自分の身は
自分で守る

地域（＝近所）
との助け合い

行政による
支援

自助

公助

共助

　すぐにでも取り組める日ごろの備えと
して、自宅の安全確認や非常時持ち出し
品の確認、日常備蓄などがあります。
　また、職場や学校などからの“徒歩に
よる帰宅経路の確認”や、職場に歩きや
すい靴や懐中電灯、飲料水・食料などを
準備しておくことも重要です。
　家族で安否確認の方法や集合場所を決
めておくのもいいでしょう。

　災害発生時には、▽むやみに移動を開
始せず、▽落ち着いて身の安全の確保を
し、▽情報の収集に努めることが重要です。
　職場など外出先にいるときに大規模な
災害が発生すると、交通機関がマヒし帰
宅が困難になることが予想されます。こ
のときに多くの人が一斉に帰宅を始めて
しまうと、火災や沿道建物からの落下物
などによりけがをしてしまう危険がある
だけでなく、本来優先されるべき救助・
救急活動の妨げになる可能性があります。

　災害時の行政からの緊急的な情報は、
防災行政無線放送を中心に行います。
■電池確認を忘れずに
　各世帯に貸与されている戸別受信機に
は停電時を想定して乾電池が入っていま
す。１年以上経過して古くなった電池
は、早めに交換しましょう。電池交換の
サイン（電源ランプの点滅や放送後のア
ラーム音）が出たら、新品の電池に交換
し、電源を入れ直してください。
■聞き逃した放送の確認機能
　戸別受信機には、直近の放送の自動録
音機能があります。本体正面の「再生ボ
タン」を押すと、聞き逃してしまった放
送を再度聞くことができます。

「共興地区を守る会」が作成した
災害時対応マニュアル

自助力の
向上に
自助力の
向上に

外出先で
被災したら
外出先で
被災したら

防災行政無線
の活用

防災行政無線
の活用

【写真上】篭部田区では、富谷区、下富谷
区と合同で防災訓練を実施（倒壊家屋か
らの救出訓練の様子）【同下】下出羽区自
主防災会の防災訓練。応急手当などの指
導を消防署員から受ける
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